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鈴
木
朖
（
宝
暦
十
四
年
〜
天
保
八
年
）
は
、
尾
張
に
生
ま
れ
、
長
じ

て
儒
学
者
と
し
て
名
が
あ
っ
た
が
、
早
く
か
ら
宣
長
の
著
作
を
通
じ

て
国
学
に
強
い
関
心
を
持
ち
、
二
十
九
歳
で
宣
長
門
に
入
り
、
晩
年

に
は
尾
張
藩
藩
校
の
明
倫
堂
で
国
学
を
教
授
し
た
人
物
で
あ
る
。

国
語
学
史
上
の
主
著
と
し
て
は
、
活
用
研
究
に
関
す
る
『
活
語
断

続
譜
』（
享
和
三
年
頃
成
）、
国
語
を
そ
の
機
能
か
ら
「
体
ノ
詞
」「
用

ノ
詞
（
作
用
ノ
詞
・
形
状
ノ
詞
）」「
テ
ニ
ヲ
ハ
」
に
分
類
す
る
論
を

展
開
す
る『
言
語
四
種
論
』（
文
政
七
年
）、国
語
の
起
源
に
関
す
る『
雅

語
音
声
考
』（
文
化
十
三
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
国
語
学
史
の

単
著
と
し
て
最
初
の
も
の
と
い
わ
れ
る
保
科
孝
一
『
国
語
学
小
史
』

（
明
治
三
十
二
年
）
を
初
め
と
し
て
、
諸
氏
の
『
国
語
学
史
』
で
必
ず

取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
で
取
り
上
げ
る『
雅
語
訳
解
』は
辞
書
体
を
な
す
も
の
で
、『
源

氏
物
語
』
な
ど
中
古
語
を
中
心
と
す
る
「
雅
語
」
を
イ
ロ
ハ
順
で
見

出
し
語
に
掲
げ
、
そ
の
意
味
に
相
当
す
る
当
時
の
俗
語
を
対
応
さ
せ

（「
訳
」）、必
要
に
応
じ
て
解
説
を
加
え
る
（「
解
」）
も
の
で
あ
る
（
写

真
３　

文
政
三
年
板　

一
丁
ウ
・
二
丁
オ　

参
照
）。
雅
語
に
対
す

る
俗
語
の
当
て
方
や
解
説
、ま
た
取
り
上
げ
ら
れ
た
見
出
し
語
（「
雅

語
」）
の
質
な
ど
か
ら
、
鈴
木
朖
の
雅
語
意
識
や
具
体
的
な
学
説
が

知
ら
れ
る
点
で
、
国
語
学
史
の
資
料
で
あ
る
と
同
時
に
、
訳
と
し
て

採
用
さ
れ
た
俗
語
か
ら
当
時
の
話
し
言
葉
の
様
子
が
知
ら
れ
る
点

で
、国
語
史
の
資
料
と
も
な
る
も
の
と
し
て
興
味
深
い
資
料
で
あ
る
。

筆
者
も
こ
の
点
に
注
目
し
て
俗
語
索
引
を
作
成
し
、
ま
た
、
い
く
つ

か
の
論
を
な
し
た
こ
と
が
あ
る（

１
）。

主
著
に
比
べ
て
『
国
語
学
史
』
等

で
詳
説
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
い
も
の
の
、
鈴
木
朖
の
著
作
と
し
て
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
。

研
究
余
滴鈴

木
朖
『
雅
語
訳
解
』
の
刊
行
年
に
つ
い
て

湯　

浅　

茂　

雄
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本
稿
で
は
本
書
の
刊
行
年
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。
従
来
、
本
書

の
刊
行
年
は
文
政
四
年
（
一
八
二
一
年
）
と
さ
れ
て
き
た
が
、
文
政

三
年
（
一
八
二
〇
年
）
と
す
べ
き
こ
と
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

『
雅
語
訳
解
』
の
刊
行
年
に
つ
い
て
は
、諸
氏
に
よ
る
『
国
語
学
史
』

や
国
語
・
国
文
学
に
関
す
る
辞
典
・
事
典
類
が
、
必
ず
し
も
『
雅
語

訳
解
』
を
取
り
上
げ
る
わ
け
で
は
な
く
、ま
た
取
り
上
げ
て
い
て
も
、

業
績
と
し
て
書
名
を
掲
げ
る
の
み
な
ど
、
言
及
の
程
度
が
異
な
る
の

で
、
刊
行
年
に
触
れ
る
も
の
は
意
外
に
少
な
い
が
、
刊
行
年
に
言
及

す
る
も
の
は
、
後
述
す
る
湯
浅
の
言
及
と
、
馬
淵
和
夫
・
出
雲
朝
子

『
国
語
学
史
』
の
一
書
を
除
い
て
、
す
べ
て
文
政
四
年
と
す
る
。

具
体
的
に
は
『
国
語
学
史
』
で
は
、重
松
信
弘
『
国
語
学
史
概
説
』

（
昭
和
十
四
年
十
月
）
が
文
政
四
年
刊
と
す
る
早
い
時
期
の
も
の
で

あ
る
が
、
三
木
幸
信
・
福
永
静
哉
『
国
語
学
史
』（
昭
和
四
十
一
年
六

月　

風
間
書
房
）
も
同
様
で
あ
り
、
鈴
木
朖
顕
彰
会
編
の
『
鈴
木
朖

　

百
三
十
年
記
念
』（
昭
和
四
十
二
年
九
月
）
中
、
岡
田
稔
編
「
新
修

鈴
木
朖
年
譜
」
の
文
政
四
年
の
項
に
も
「
雅
語
訳
解
」
刊
と
あ
る
。

さ
ら
に
『
雅
語
訳
解
』
を
含
む
一
九
種
の
雅
俗
対
訳
辞
書
類
を
資
料

群
と
捉
え
て
考
察
を
加
え
た
福
島
邦
道
「
雅
俗
対
訳
辞
書
の
発
達
」

（『
実
践
女
子
大
学
文
学
部
紀
要
』
十
二　

昭
和
四
十
四
年
）
も
刊
行
を
文

政
四
年
す
る
。
以
下
、
古
田
東
朔
・
築
島
裕
『
国
語
学
史
』（
昭
和

四
十
七
年
十
一
月　

東
京
大
学
出
板
会
）、
国
語
學
懇
話
會
編
『
国
語
學

論
考
及
び
資
料
』（
昭
和
五
十
八
年
五
月　

和
泉
書
院　

榊
原
邦
彦
「
雅

語
訳
解
本
文
及
び
索
引
」
解
説
）、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
昭
和

五
十
八
年
十
月　

岩
波
書
店　
「
雅
語
訳
解
」
の
項
、
福
島
邦
道
氏
執
筆
）、

建
部
一
男
『
近
世
日
本
文
法
研
究
史
論
』（
昭
和
六
十
一
年
二
月　

双

文
社
）、
近
年
の
事
典
類
で
は
『
日
本
語
大
事
典　

上
・
下
』（
平
成

二
十
六
年
十
一
月　

朝
倉
書
店　
「
雅
語
訳
解
」
の
項
、
内
田
宗
一
氏
執
筆
）

も
同
様
で
あ
る
。

筆
者
も
『
雅
語
訳
解
』
を
取
り
上
げ
た
論
文
を
執
筆
し
た
当
時
（
昭

和
六
十
三
年
〜
平
成
三
年
）
は
、
架
蔵
本
も
文
政
四
年
の
奥
付
を
持
つ

も
の
（
写
真
６　

参
照)

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
刊
行
年
を
疑
う
に

は
至
ら
な
か
っ
た
。
右
の
国
語
學
懇
話
會
編
『
国
語
學
論
考
及
び
資

料
』
で
、榊
原
邦
彦
氏
が
御
所
蔵
の
本
を
影
印
さ
れ
た
『
雅
語
訳
解
』

も
筆
者
架
蔵
本
（
写
真
５
〜
写
真
６
）
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
。

そ
の
後
，名
古
屋
の
古
書
店
で
、奥
付
お
よ
び
板
元
の
異
な
る
『
雅

語
訳
解
』（
写
真
１
〜
写
真
４
参
照
，
内
容
は
文
政
四
年
板
と
同
一
）

を
入
手
し
た
こ
と
か
ら
、
本
書
の
刊
行
年
を
文
政
三
年
と
す
べ
き
で

あ
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
本
書
は
文
政
四
年
板
に
比
し
て
判
型
が

僅
か
に
大
き
く
（
文
政
三
年
板
、
縦16.0cm

×
横11.2cm

に
対
し
て
文

政
四
年
板
は
縦15.2cm

×
横10.9cm

）、
ま
た
、
文
政
三
年
板
に
は
見

返
し
が
な
い
（
写
真
２
参
照
）。
奥
付
に
は
「
文
政
三
庚
辰
春
新
刻/

尾
張
書
林　

松
屋
善
兵
衛　

朱
印
（
昭
華
堂
記
）」（
写
真
４
参
照
）

と
あ
る
。

筆
者
は
、
こ
の
文
政
三
年
板
を
入
手
後
、
西
崎
享
編
『
日
本
古
辞
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書
を
学
ぶ
人
の
た
め
に
』（
平
成
七
年
五
月　

世
界
思
想
社
）「
補
説　

江
戸
時
代
の
辞
書
」
に
お
け
る
『
雅
語
訳
解
』
の
解
説
に
お
い
て
，

以
下
の
様
に
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。
馬
淵
和
夫
・
出
雲
朝
子
『
国

語
学
史
』（
平
成
十
一
年
一
月　

笠
間
書
院
）
が
文
政
三
年
刊
と
す
る
の

は
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
い
た
だ
い
た
結
果
か
も
し
れ
な
い
。

筆
者
の
架
蔵
す
る
一
本
の
奥
付
は
「
文
政
三
庚
辰
春
新
刻
」
で

あ
り
、『
古
典
籍
総
合
目
録
』（
岩
波
書
店
）
の
「
雅
語
訳
解
」

の
項
に
も
「
文
政
三
版
―
熱
田
菊
田
（
一
冊
）」
と
あ
る
。
こ

れ
ら
の
刊
記
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
れ
ば
、
刊
行
は
文
政
三
年
と

な
る
。（
同
書　

二
四
二
頁
）

解
説
に
用
い
た
写
真
版
も
、
架
蔵
の
文
政
三
年
板
に
よ
っ
て
載
せ

て
い
た
が
、
紙
幅
の
関
係
上
、
奥
付
の
写
真
版
を
示
す
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
ま
た
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
で
唯
一
「
文
政
三
板
」
と

あ
る
熱
田
神
宮
菊
田
文
庫
本
も
当
時
は
未
見
で
あ
っ
た
た
め
、
上
述

の
記
述
に
と
ど
め
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
本
年
三
月
、
熱
田
神
宮
菊

田
文
庫
を
訪
れ
、『
古
典
籍
総
合
目
録
』（「
文
政
三
版
ー
熱
田
菊
田
（
一

冊
）」
が
、
筆
者
架
蔵
の
文
政
三
年
板
と
同
板
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
た
（
菊
田
文
庫
は
複
写
、
写
真
撮
影
は
一
切
不
可
で
あ
る
）。
な
お
『
雅

語
訳
解
』
の
所
在
は
、
現
在
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
日
本
古
典
籍

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
四
九
件
、
コ
ー
ニ
ッ
キ
ー
版
・
欧
州
所
在
日
本
古

書
総
合
目
録
で
四
件
の
所
在
が
確
認
出
来
る
が
、
文
政
三
年
板
を
所

蔵
す
る
の
は
、
や
は
り
熱
田
神
宮
菊
田
文
庫
の
み
と
い
う
結
果
に
な

る
。
現
存
す
る
『
雅
語
訳
解
』
の
刊
本
で
は
、写
真
６
の
よ
う
に
「
文

政
四
年
春/

書
林/

京
都
寺
町
通
五
條
上
ル　

天
王
寺
屋
市
郎
兵
衛

/

尾
州
名
古
屋
本
町
拾
丁
目　

美
濃
屋
清
七/

同
本
町
拾
一
丁
目　

萬
屋
東
平
」
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
文
政
四
年

刊
と
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
文
政
三
年
板
は
稀
少
で
は
あ
る
も
の

の
、架
蔵
本
を
含
め
二
本
が
確
認
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、『
雅
語
訳
解
』

の
刊
行
年
は
文
政
三
年
と
す
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
盛
岡
市
中
央
公

民
館
が
蔵
す
る
『
雅
語
訳
解
』
は
、
刊
本
か
ら
の
写
本
で
あ
る
が
、

巻
末
に
「
文
政
三
庚
辰
春
新
刻　

尾
張
書
林　

松
屋
善
兵
衛
」
と
写

さ
れ
て
い
て
、
文
政
三
年
板
の
存
在
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
国

語
学
史
上
、
一
年
の
差
で
あ
っ
て
も
、
学
説
上
の
前
後
関
係
が
問
題

と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
揺
る
が
せ
に
で
き
な
い
問
題
で
あ
る
。

文
政
三
年
板
の
板
元
の
松
屋
善
兵
衛
は
、「
江
戸
時
代
尾
州
書
林

書
肆
別
出
板
書
目
集
覧
」（

２
）に

よ
れ
ば
、
尾
張
の
書
肆
と
し
て
安
永
九

年
か
ら
天
保
十
五
年
ま
で
の
出
板
物
が
確
認
で
き
、
特
に
文
化
文
政

期
に
活
発
な
出
板
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
屋
号
は
「
昭
華
堂
」、

住
所
は
「
名
古
屋
本
町
拾
丁
目
」
で
あ
る
。
文
政
三
年
板
は
松
屋
善

兵
衛
一
書
肆
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
丸
株
で
の
出
板
で
あ
っ
た
が
、
文

政
四
年
板
で
は
京
都
の
一
書
肆
、
尾
張
の
二
書
肆
に
よ
る
相
合
（
あ

い
あ
い
）
板
で
あ
り
、
板
権
が
譲
渡
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
様
な
相
合
板
の
観
点
か
ら
「
日
本
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

四
九
件
の
奥
付
を
検
す
る
と
、
文
政
四
年
板
に
は
も
う
一
種
の
板
本
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が
存
す
る
こ
と
に
気
づ
く
。
例
え
ば
、
富
山
市
立
図
書
館
山
田
孝
雄

文
庫
本
の
書
誌
情
報
に
「
文
政
四
年
春
／
書
林
／
京
都
寺
町
通
五
條

上
ル　

天
王
寺
屋
市
郎
兵
衞
／
同　

天
王
寺
屋
嘉
兵
衞
／
尾
州
名
古

屋
本
町
拾
丁
目　

松
屋
善
兵
衞
〔
板
元
印
あ
り
〕」
と
あ
る
相
合
板

で
あ
る
。
こ
の
他
、
小
浜
市
立
図
書
館
（
山
岸
家
旧
蔵
）
本
、
中
京

大
学
図
書
館
本
、
新
潟
大
学
佐
野
文
庫
本
、
龍
谷
大
学
図
書
館
写
字

台
文
庫
本
な
ど
も
同
種
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
『
雅
語
訳
解
』
は
「
文
政
三
庚
辰
春
新
刻/

尾
張
書
林

　

松
屋
善
兵
衛　

朱
印
（
昭
華
堂
記
）」
の
奥
付
を
持
つ
文
政
三
年

板
と
、
文
政
四
年
板
に
は
二
種
あ
り
、
一
つ
は
「
文
政
四
年
春
／
書

林
／
京
都
寺
町
通
五
條
上
ル　

天
王
寺
屋
市
郎
兵
衞
／
同　

天
王
寺

屋
嘉
兵
衞
／
尾
州
名
古
屋
本
町
拾
丁
目　

松
屋
善
兵
衞
〔
板
元
印
あ

り
〕」
の
奥
付
を
持
つ
も
の
（
文
政
四
年
板
甲
種
）、も
う
一
つ
は
「
文

政
四
年
春
／
書
林
／
京
都
寺
町
通
五
條
上
ル　

天
王
寺
屋
市
郎
兵
衛

/

尾
州
名
古
屋
本
町
拾
丁
目　

美
濃
屋
清
七
／
同
本
町
拾
一
丁
目　

萬
屋
東
平
」
の
奥
付
を
持
つ
も
の
（
文
政
四
年
板
乙
種
）
で
あ
り
、

こ
の
順
に
刊
行
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

『
雅
語
訳
解
』
の
刊
行
年
と
板
種
に
つ
い
て
以
上
の
よ
う
に
考
え

る
も
の
で
あ
る
が
、
問
題
点
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
文
政
三
年
板

の
「
文
政
三
庚
辰
春
新
刻
」
は
、
市
岡
猛
彦
に
よ
る
序
文
、「
時
は

文
政
三
年
の
夏 

か
く
し
か
く
し
る
す
は 

を
は
り
人
市
岡
た
け
彦
」

（
傍
線
は
筆
者
）
の
記
述
に
矛
盾
す
る
点
で
あ
る
。
い
ま
一
つ
は
、

最
も
多
く
の
板
が
残
る
文
政
四
年
板
乙
種
の
奥
付
で
、
書
肆
の
美
濃

屋
清
七
の
住
所
「
尾
州
名
古
屋
本
町
拾
丁
目
」
が
、
同
時
期
の
松
屋

善
兵
衛
と
同
一
で
あ
る
点
に
疑
問
が
残
る
。こ
の
美
濃
屋
清
七
は「
江

戸
時
代
尾
州
書
林
書
肆
別
出
板
書
目
集
覧
」
に
よ
っ
て
も
、
住
所
は

「
名
古
屋
本
町
十
丁
目
」と
さ
れ
る
が
、出
板
物
に
よ
っ
て
は
ま
ま「
尾

州
名
古
屋
伝
馬
町
」
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
書
肆
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
ど
う
考
え
る
か
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

最
後
に
文
政
三
年
板
の
巻
末
の
「
近
刻
書
目
」（
写
真
４
参
照
、
文

政
四
年
板
も
同
一
内
容
）
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

『
雅
語
訳
解
拾
遺
』・『
玉
小
櫛
補
遺
』（『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
補

遺
』）・『
言
語
四
種
論
』・『
離
屋
学
訓
』・『
校
異
土
佐
日
記
』（
加

藤
磯
足
『
校
註
土
佐
日
記
』）・『
同
追
考
』（
市
岡
猛
彦
『
校
註
土
佐

の
に
き
追
考
』）・『
塩
尻
蜑
栲
繩
』

（
括
弧
内
は
現
在
刊
本
と
し
て
確
認
出
来
る
書
名
）

以
上
の
七
種
（『
雅
語
訳
解
拾
遺
』
は
出
板
に
は
至
ら
な
か
っ
た
）

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。「
近
刊
書
目
」
は
広
告
で
あ
る
の
で
、
松
屋

善
兵
衛
が
こ
れ
ら
の
書
目
の
出
板
に
何
ら
か
の
形
で
関
わ
っ
た
か
、

そ
の
計
画
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
七
種
の
内
、

現
存
の
板
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
の
日
本
古
典
籍
デ
ー
タ
ベ
ー
に
よ
る
）

で
奥
付
に
書
肆
松
屋
善
兵
衛
の
名
が
確
認
出
来
る
の
は
、
加
藤
磯
足

『
校
註
土
佐
日
記
』（
文
政
三
年
）
の
み
で
あ
る
。
京
都
・
大
坂
・
江

戸
・
尾
張
の
四
都
四
書
肆
の
相
合
板
と
し
て
、
松
屋
善
兵
衛
が
最
後
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に
名
を
連
ね
る
。
ま
た『
玉
小
櫛
補
遺
』（『
源
氏
物
語
玉
の
小
櫛
補
遺
』）

は
鈴
木
朖
の
蔵
板
（「
尾
張　

波
奈
例
屋
蔵
板
」）
と
し
て
の
出
板
で
「
文

政
三
年
庚
辰
新
刻
」
と
あ
り
、
書
肆
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
製
本

を
請
負
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
他
は
い
ず
れ
も
、
現
存
の
板

本
か
ら
は
松
屋
善
兵
衛
と
の
関
わ
り
は
確
認
で
き
な
い
。

松
屋
善
兵
衛
は
、
そ
の
「
近
刻
書
目
」
で
鈴
木
朖
に
関
わ
る
四
種

の
著
作
の
出
板
広
告
を
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
時
期
、
鈴
木
朖

と
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
現
存
す
る
板
本
か
ら
は
そ
の

痕
跡
は
見
出
せ
な
い
。『
雅
語
訳
解
』
文
政
三
年
板
が
現
存
し
て
い

な
け
れ
ば
、
鈴
木
朖
の
著
作
と
の
関
係
は
見
え
な
い
。
松
屋
善
兵
衛

と
そ
の
周
辺
書
肆
の
関
係
、
鈴
木
朖
と
の
関
係
を
さ
ら
に
調
査
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、こ
れ
も
す
べ
て
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

注（
１
） 湯
浅
茂
雄「
鈴
木
朖『
雅
語
訳
解
』俗
語
自
立
語
索
引（
ア
〜
タ
行
）」

（『
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
紀
要　

国
語
国
文
学
編
』
一
二

巻
一
号　

昭
和
六
十
三
年
三
月
）、
同
「
鈴
木
朖
『
雅
語
訳
解
』

俗
語
自
立
語
索
引
（
ナ
〜
ワ
行
）」（
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大

学
国
語
国
文
学
科『
古
典
研
究
』一
五
号　

昭
和
六
十
三
年
三
月
）、

同
「
雅
俗
対
訳
辞
書
類
の
俗
語
の
性
格
―
鈴
木
朖
『
雅
語
訳
解
』

を
資
料
と
し
て
―
」（『
国
語
語
彙
史
の
研
究
』
九　

昭
和
六
十
三

年
十
一
月　

和
泉
書
院
）、
同
「
国
語
資
料
と
し
て
『
雅
語
訳
解
』」

（『
文
莫
』
一
六　

平
成
三
年
七
月
）、
同
「
雅
俗
対
訳
資
料
に
お

け
る
俗
語
の
共
通
的
性
格
」（
森
岡
健
二
編
『
近
代
語
の
成
立
―

文
体
編
―
』
所
収　

平
成
三
年
十
月　

明
治
書
院
）、
同
「
雅
俗

対
訳
資
料
と
語
彙
研
究
―
『
雅
語
訳
解
』『
古
言
訳
解
』
を
資
料

と
し
て
―
」（『
日
本
近
代
語
研
究　

１
』
所
収　

平
成
三
年
十
月

　

ひ
つ
じ
書
房
）

（
２
） 

岸
雅
裕
『
尾
張
の
書
林
と
出
板
』（『
日
本
書
誌
学
体
系
』
八
二　

平
成
十
一
年
一
〇
月
）

（
ゆ
あ
さ　

し
げ
お
・
実
践
女
子
大
学
教
授
）
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【写真１】	 文政四年板	 文政三年板

【写真２】文政三年板（見返し・序）
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【写真３】文政三年板（一丁ウ・二丁オ）

【写真４】文政三年板（近刻書目・奥付）
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【写真５】文政四年板（見返し・序）

【写真６】文政四年板（近刻書目・奥付）


